
01-1  全国の増加率 01-2  サービスの低下 01-3　周辺環境の衰退

-町木と屋根に集う 無人駅と地域コミュニティの創出-

Zero station
無人駅はただの通過点でしかないのか。本提案では全国に増え続ける無人駅に焦点を当て町の新たな賑わいや経済活性化の拠点となる場を再検討するものである。

01  全国に増え続ける無人駅の問題点
　国土交通省によると、全国では無人駅が約 20
年で 1割り増え 4564 駅あり、全駅中の約４８％
にあたり全国の駅の半数に迫ってきている。さら
にスマートサホートステーション（※１）の導入
など、現在駅員のいる駅でも、今後無人となる駅
が次々に発表されているなど、増　加の一途を
辿っている。無人駅の増加は、少子高齢化や都市
部への人口流出で、地方鉄道の経営の厳しくなっ
ていることなどが考えられる。（※１インターホ
ンや自動券売機、自動改札機、係員対応精算機、
列車接近放送装置などの設備を整備した JR 九州
の駅）　　↑無人駅の増加率

　無人駅における利用者への対応は、隣接の有人
駅からの対応になるため、高齢者や視覚の不自由
な方、車椅子の利用者など助けを　必要とする方
への即時対応は困難である。もし誰かが助けを必
要としていたら、声を掛け合えるような駅の環境、
地域のつながりが不可欠であると考える。そのた
めにも全ての利用者が安心して円滑に利用できる
ような十分な設備や周辺環境を整えることが重要
である。そして駅が電車の乗り降りだけをする場
所という考えから脱し、住民を集め管理し、助け
合えるような無人駅の環境づくりの見直しを進め
る必要がある。　　　

　駅の衰退は、周辺環境
の衰退に繋がる。町の中
心にあり周辺を商業施設
などの環境がある有人駅
に比べ、無人駅周辺は比
較的人気がない。この環
境下では犯罪が多発しや
すいホットスポットとな
り、治安が悪化してしま
う恐れがある。　　

無人駅周辺　人が少ない

有人駅周辺　人で賑わう
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02-3  周辺環境からみえる駅の問題点　　　

02  今回の対象無人駅［東水巻駅］

03  目標　

02-1  東水巻駅　　　 02-2 周辺環境　　　　

　今回の対象とする東水巻駅は、福岡県遠賀郡水巻町にある、JR九州福北ゆたか線の駅である。水巻町は 1960 年代まで、筑豊有数の炭坑　地帯で、本駅周
辺でも盛んにとり行われ賑わいを見せていた。しかし年々 1日の平均利用者は年々減少し、2015 年に無人駅となった。通勤通学時以外は利用客もまばらで閑
散としている。駅の構造は島式ホーム1面２線を有する地上駅となっており、ホームの形は三角形状をしている。駅舎、トイレともにログハウス風になっている。　　　

福北ゆたか線　線路図　

駅正面　　　 駅舎内の様子　　

　本駅は線路で囲まれていて、
さらに吉田団地などの住宅街の
な中に位置している。道路にも
面していない利用する場合は駅
内部まで入り込まなければいけ
ない。　その為周辺からの視認
性にかける。 　　

　今回の目標は、①無人駅全体の問題点解決と②今回の対象駅に限った問題点に解決を図り新たな無人駅のあり方を模索するも
のである。一つ目の無人駅全体の問題点は人が集まらないことによる周辺環境を含めたの過疎化である。二つ目の問題点は、住
宅などによる駅の視認性の悪さである。この両者を解決することで駅が町の玄関口としての役割を環境をつくる。新たな空間で、
住民の主体となって維持管理し多くの人でに賑わう駅になることを期待する。　 　　

　その為、夜間になるとさらに
ひと目に着きにくく犯罪が起
こりやすい環境にある。 また、
普段使わない人は気付きにくい
場所にある為、容易に発見でき
る工夫が必要である。　　 

駅周辺配置図　　　　今回の対象敷地は駅ホームと線路に囲まれた駅前広場と、駅東側に位置する団地である。

①吉田団地
　駅の北側に位置している。現在団地に住んでいる人は少
なくあきが目立つ。夜は人気が無く薄暗い。

②駅前広場
　線路で囲まれている。その為、車が入って来ることが無
く比較的安全で落ち着いた雰囲気のある場所である。 

③　ホームの状態
　ホームは島式となっており、一つのホームの両側を線路
が走っている形状。　



7:00

9:00 15:00

17:00

駅に一日中誰かが居る場にすることで、
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04  提案：人の声が溢れる地域の拠点 　駅をただ電車を乗り降りするだけの為の場としてでは無く、無人駅は新たなコミュニテーの起点になる。地域の住民がそれぞれ要素を駅に持ち寄
ることで、人が増える。互いに駅を自ら町の財産とし地域が主体となって管理することで、周辺環境の改善向上に繋がる。　　　　　　

04-2  時間ごとで利用者の変化をつける　　　

04-3  配置図兼平面図　　

04-1  持続的な駅利用　　　　

04-4  構造　　　　

04-5 ホーム内の様子　　　　

　黄色く示しているところが、今回主に計画した範囲であり、建築の屋根部分を示している。
駅ホームから、施設側まで大きなやねで覆っているのは、たくさんの要素を壁を使ってつく
り隔ててしまうのでは無く、大きな屋根の下で、たくさんの方が自由に訪れそれぞれの居場
所をオープンにつくることができるからである　。ただ電車を待つだけの駅ではなく、少し
早く訪れ時間を過ごしたくなるような駅の空間作りを意識した。

①ガルバニウム剛板
　アルミニウムと亜鉛、シリ
コンによってメッキ加工され
た剛板素材である。軽量で、
耐震性が高く、錆びにくい。　　　

②構造用合板　
　屋根の下地はスギなどの針
葉樹を使用した構造用合板を
使用する。　　　　

③木梁
　屋根の裏には、木梁を等間
隔に並べ構成している。桁方
向に伸ばした木の筋は、駅の
ホームを思わせる。　　　

④柱とラチス梁
　主体構造は鉄骨材とし、梁
には補強材を取り入れたラチ
ス梁とした。



05  模型写真

イチョウと屋根　　　　

①既存のイチョウの木　　　 ②新たに植える木　　　

04-6 断面図　　　　　駅前広場は、駅ホームや施設側に比べて、2,000mm～ 2,500 程度の高低差がある。そこの上に真っ直ぐの屋根がかかる
ことでどこにいても同じ視線操作で、同じ空間を共有するような駅である。

　模型は 1/150 スケールで制作を行った。1mmの檜材を使い木梁を表現した。人の目線で覗くと、きれいに並んだ屋根裏
の木梁がどこまでも続くのがわかる。新しくも、どこか馴染みを感じることができるような空間を目指した。

施設側和室の建物の様子　　　　駅ホーム内の様子　　　　

駅ホーム　
改札　

広場　
施設側　

駅前広場の様子　 駅前広場から施設側を見たときの様子　　

　広場に植る既存の木は全て残し、
屋根は避けるように配置した。樹木
を避けるためにできた日当たりのコ
ントラストは、人の広場での過ごし
方に豊かさをもたらす。

　何もない場所にあらたに植える木
は駅ホーム内、施設側の敷地にあり
その場合は、その周囲を囲う形で屋
根を配置した。建物内の空間に抜け
感と自然を取り込む。

　対象全体に屋根をかけるにあたっ
て、木と屋根の関係にルールを設けた。
駅にもあるイチョウの木は、町のシン
ボルマークにも採用されており、神話
の残る樹齢 1900 年を超える大イチョ
ウの木があるなどとても馴染み深い木
である。 ↑八剱神社大イチョウの木


